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論 文 内 容 の 要 旨

 1．目的

 外傷性頚部症候群の発症機序に関しては，多くの研究

がなされてきたが，その本態はいまだ明確にされていな

い．

 著者は頚部X線像の検討ならびに実験的研究により本

症候群の発症機序を明確にし，さらにhead restの発症

防止効果を検討せんとした，

 豆．研究方法

 1．頚部X線像の検討

 頚椎の側方向X線写真フイルムから脊柱管と頚椎体と

を別々に切り抜き，その重量比を求め，これと本症候群

の症状との関連について検討した．

 2．新鮮屍頚部脊柱管腔の観察

 人新鮮屍において開頭あるいは椎弓切除を行ない，頚

部伸展・屈曲による脊柱管腔と脊髄・神経根・椎骨動脈

との解剖学的相互関係の変動を追究した，

 3．ダミー実験による頭蓋内圧および脊柱管内圧の測

定

 内圧測定用人頭頚部摸型を作製し，自動車追突時と同

様の間接的衝撃を与え，頭蓋内圧および脊柱管内圧を測

定し，またダミー頭部の動きを耐衝撃高速度カメラで解

析した．

 皿．結果ならびに考按

 1） 脊柱管と頚椎体のX線フイルム重量：比が，頚部中

間位において男性で0．83，女性で0．90より小さければ，

過伸展による脊髄の圧迫が起き得る．重量比がこれらの

値より大きい場合でも，過伸展・過屈曲により神経根の

障害は起り得る．

 2） 人新鮮屍の観察より頚部の過伸展・過屈曲によっ

て，頚部脊柱管の心止・拡大，短縮・伸展が起り，それ

によって頚髄・頚神経根の圧迫・弛緩・伸張が惹起され

ることを確認した．

 3）頚部過伸展・過屈曲により脳幹の変位・変形が起

ることを確認した．また，椎骨動脈は硬膜に固定されて

おり，しかも脳幹への小動脈は脳底動脈から直角に分岐

している．これらのため頚部の過伸展・過屈曲によって

脳幹部の神経組織と細小動脈との間にズレを生ずる可能

性が大きい．この現象はconcussionの原因の一つと考

えられる．

 4）椎骨動脈が頚部で機械的に閉塞され，意識障害の

原因となり得る．それと同時に椎骨動脈周囲の小出血は

頚部交感神経を刺激し，二次的に脳幹の機能障害を惹起

し，頭痛・項部痛・耳鳴・めまいなどの症状をひきおこ

す．

 5） ダミー実験の結果，head restを後頭部に密着し

て装着すると頚部の過伸展が抑制され，頚部軟部組織の

損傷を防止できるとともに頚髄・椎骨動脈の損傷も減少

させることを知った．

 反面，he記restの装着により，頭部に大きな並進加

速度が加わり，それによって前頭部にcavitationが発生

し，一次性脳損傷が生じやすくなる．

 6） ダミー実験によれば，台車加速度が20Gで人頭模

型に1，300radlsec2の高い回転角加速度が得られた．

 IV．結語
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外傷性頚部症候群の発症機序に関し形態学的・力学的   に検討を加え，報告した．

                論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，外傷性頚部症候群の発症機序を，臨床的ならびに実験的に探究したもので，学問上価値

の高いものである．
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